
●平成 21 年 12 月 15 日号　●伊万里市役所 総務部情報広報課 発行 12
2009
（平成21年）

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

　市民の皆さんが、安心して明るい新年を迎
えられるよう、地元消防団が火災を防止する
ため夜間巡回を行います。
　なお、期間中は巡回とともに、午後９時に
警鐘やサイレンを鳴らしますので、火の元の
点検をお願いします。
▶期　間　12 月 28 日（月）〜 30 日（水）
▶時　間　午後８時〜午前２時

　災害のない安全・安心のまちづくりをめざし、伊万里市
消防出初式を行います。皆さん、ぜひご参観ください。
▶日　時　平成 22 年１月10 日（日）　
▶場　所　消防本部訓練場
▶内　容　観閲・通常点検・分列行進（午前９時）
　　　　　初め式（午前 10 時 50 分）
※雨天時は、午前９時から市民センターで初め式のみ実施
■問合先　消防本部消防団係（　 ☎㉓２１１６）

年末警戒と出初式のお知らせ伊万里市消防団

年
末
警
戒

出
初
式

　

11
月
21
日
、『
ひ
と
が
輝
く
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
大
会
』
が
市
民
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
課
題
に
対

し
て
、
地
域
の
個
性
や
資
源
を
生
か

し
、
地
域
の
活
力
で
あ
る
『
地
域
力
』

を
創
出
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
機
運
を
盛
り
上
げ

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
大

賞
と
し
て
、
町
部
門
は
黒
川
町
、
区

部
門
は
波
多
津
町
浦
区
が
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
し
ま
し
た
。
な
お
、
各
部
門
の

特
別
賞
、
入
賞
は
左
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
大
賞
を
受
賞
し
た
黒
川
町

の
区
長
会
長
・
渡
邊
忠
篤
さ
ん
に
よ

る
事
例
発
表
や
全
国
的
に
有
名
な『
や

ね
だ
ん
』
の
仕
掛
人
で
あ
る
鹿
児
島

県
鹿
屋
市
柳
谷
自
治
公
民
館
の
館
長
・

豊
重
哲
郎
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
た
記

念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
『
や
る
気
を
起
こ
せ
ば 

必
ず
奇
跡

が
起
き
る
』
と
題
し
、
柳
谷
集
落
の

住
民
総
出
に
よ
る
行
政
に
頼
ら
な
い

実
践
の
成
果
を
紹
介
。
地
域
再
生
と

は
、
地
域
住
民
の
円
満
な
『
和
』
を

基
本
に
、
住
民
す
べ
て
が
『
感
動
』

と
『
感
謝
』
を
実
感
で
き
る
各
種
の

取
り
組
み
で
、
リ
ー
ダ
ー
が
ビ
ジ
ネ

ス
感
覚
や
地
域
経
営
感
覚
を
持
っ
て
、

『
情
熱
』
で
人
を
動
か
す
こ
と
が
重
要

と
、
新
た
に
地
域
づ
く
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
市
民
に
向
け
て
熱
く
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

◆町部門		
大　賞　黒川町
特別賞　大川町
特別賞　二里町
◆区部門			 
大　賞　波多津町浦
特別賞　二里町福母	
特別賞　東山代町川内野	
入　賞　伊万里地区蓮池町
入　賞　牧島地区木須西
入　賞　大坪地区栄町
入　賞　立花地区南ヶ丘
入　賞　大川内町小石原
入　賞　大川内町市村
入　賞　黒川町牟田
入　賞　黒川町畑川内
入　賞　波多津町内野
入　賞　南波多町府招上
入　賞　大川町宿
入　賞　松浦町上原
入　賞　山代町楠久
入　賞　山代町西分

元気なまちづくり大賞受賞団体

元気なまちづくり大会
ひとが輝く

ひとが輝き、地域がきらめくまちづくりをめざして
『地域力』で地域の魅力・元気を創出

熱く語る豊重哲郎さん

黒川町の事例発表

区部門　波多津町浦区
  地域内の多様な人材連携で、
代々受け継がれていた山笠を
新たな手法で自力新調し、そ
の取り組みを基礎に、活動を
波多津みなとまつりへ発展。
さらに『はたつふれあい広場』
や塩焚きなどへと進展させ、
町の中心的役割を担った区の
活動が評価されました。

町部門　黒川町
　『家読』のモデル地区とし
ての実践や地域資源を生かし
たクロスカントリー大会、西
九州凧揚げ大会、大平山や伊
万里牛を生かしたイベントな
ど、多種多様な幅広い地域づ
くりを、町内の若者から高齢
者まで地域が一体となった取
り組みが評価されました。

大賞を受賞した町・区の取り組み
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【
１
月
】

◆『
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ェ
ス
タ
in
伊
万
里
』
開
催                     

（
17
日
）

◆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
ツ
ル
た
ち
と
暮
ら
そ
う
』
開
催             

（
17
日
）

◆
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
８
周
年
記
念
『
女ひ

と

と
男ひ

と

き
ら
め
き
フ
ォ
ー

ラ
ム
』
開
催　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（
18
日
）

【
２
月
】

◆『
食
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
開
催　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
日
）

◆ 

畑
の
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
５
周
年
記
念 

『
伊
万
里
自
慢
料
理
バ
イ
キ
ン

グ
』
開
催            　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

（
１
日
）

◆ 

百
寿
メ
ダ
ル
100
人
目
は
石
田
竹
次
郎
さ
ん
（
松
島
町
） 　
　

  

（
12
日
）

◆
第
49
回
郡
市
対
抗
県
内
一
周
駅
伝
大
会
で
、
伊
万
里
市
が
躍
進
賞
！

総
合
３
位                       　
　
　
　
　
　
　

    

（
13
日
〜
15
日
）

◆ 

相
次
ぐ
企
業
進
出
な
ど
に
よ
り
『
伊
万
里
団
地
』
が
完
売　

 

（
17
日
）

◆ 

松
浦
公
民
館
で
『
家う

ち

読ど
く

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
開
催  　
　
　
　
（
21
日
）

【
３
月
】

◆ 

第
１
回
伊
万
里
市
歴
史
と
文
化
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
検
定
開
催
（
８
日
）

◆
県
道
『
黒
川
・
松
島
線
バ
イ
パ
ス
』
が
開
通                     

（
14
日
）

◆
県
道『
枝え

去ざ
ら

木ぎ

バ
イ
パ
ス
』が
開
通                             

（
21
日
）

◆
大
連
市
で
『
第
２
回
伊
万
里
食
文
化
交
流
会
』
開
催　
　

   

（
27
日
）

【
４
月
】

◆
伊
万
里
牛
課
が
新
設   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
１
日
）

◆
米
飯
給
食
が
週
３
回
か
ら
５
回
へ
『
完
全
米
飯
給
食
化
』   

  

（
１
日
）

◆
東
山
代
町
中
山
間
地
域
交
通
シ
ス
テ
ム
協
議
会
が
『
元
気
バ
ス
』
を

運
行
開
始　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（
１
日
）

◆『
歩
き
た
く
な
る
街
・
伊
万
里
ウ
ォ
ー
ク
２
０
０
９
』
開
催   (

５
日
）

◆
定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
手
続
き
が
始
ま
る
（
11
日
）

◆『
い
ま
り
浪
漫
大
学
』
お
別
れ
講
演 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
日
）

【
５
月
】

◆
乳
幼
児
医
療
費
助
成
、
全
医
療
が
対
象
に    　
　
　
　

      

（
１
日
）

◆
井
手
口
川
ダ
ム
定
礎
式   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

（
10
日
）

◆
波
多
津
地
区
統
合
簡
易
水
道
竣
工
式　
　

   　
　
　
　

       

（
16
日
）

◆『
伊
万
里
・
松
浦
ど
っ
ち
も
う
ま
か
祭さ

い

』
開
催　

         

（
16
〜
17
日
）

◆  『
第
１
回
伊
万
里
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
開
催 

（
24
日
）

【
６
月
】

◆
病
後
児
保
育
が
は
じ
ま
る                           　
　

     

（
１
日
）

◆
伊
万
里
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
が
発
足　
　
　
　

 

（
29
日
）

伊万里市のこの１年伊万里市のこの１年
　2009年もあとわずかで暮れようとしています。あな
たにとってこの１年はどんな年でしたか？楽しかったこ
と、辛かったこと、2009年・平成21年は、あなたの周
りでいろんな出来事があったことでしょう。
　わたしたちの住む、この伊万里市でもいろんな出来事
がありました。ここでは、2009 年という年が伊万里市
にとってどんな１年だったのか、主な出来事を『広報伊
万里』とともに振り返ってみます。

覚えていますか、いろんな出来事『広報伊万里』で振り返る

２
０
０
９
年
の
主
な
出
来
事

写
真
❶

写
真
❷

�

写
真
❸
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誕
生
！
い
ま
り
モ
ー
モ
ち
ゃ
ん

伊万里市民賞を受賞した
池田衣那さん

15 科の診療科目を有する新中核的
病院の造成工事が始まっています

鉄腕・上野

畑レス５周年

熱闘甲子園

市
制
55
周
年 進出

夢の競演

新設

受賞

受賞

歌声

家読サミット

帰国

伊農林高校が伊西地区初の夏の甲子園大会に出場。
写真は、開会式の様子と選手宣誓をする吉永主将

公務研修を修了し
帰国した鄒旭さん

伊万里市民賞を受賞
した力武杏奈さん

上野投手らがオリンピックにか
ける熱い想いを語りました

５周年を記念して、伊万里自慢
料理バイキングを開催しました

伊万里牛をＰＲ！

名球会、ＯＢクラブ計 24
人が往年のプレーを披露

七ツ島工業団地に進出する㈱伸
建設工業が市と立地協定を締結

市 内 23 保 育
園の年長児が、
元気いっぱい
歌いました

『家読』先進地の
三市町で家読共同
宣言を行い、全国
に発信しました 新中核的病院

市内各種団体や区長の皆さん約
500 人が出席し、市政功労者
と善行者の表彰が行われました

※詳細は２・３ページ下段に記載しています
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【
７
月
】

◆
伊
万
里
市
第
４
工
業
水
道
が
給
水
ス
タ
ー
ト     　
　
　

 
 
 

（
１
日
）

◆『
心
ふ
れ
あ
い
歌
フ
ェ
ス
タ
』 

開
催  　
　
　
　
　
　
　

      

（
５
日
）

◆
黒
澤
明
記
念
館
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
10
周
年
を
記
念
し
て
『
サ
ム

ラ
イ
御
膳
』
が
登
場　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
日
）

◆『
第
22
回
日
本
民
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９
』
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を

受
賞
し
た
力
武
杏あ

ん

奈な

さ
ん
に
伊
万
里
市
民
賞
を
贈
呈　
　

    

（
12
日
）

◆
木
須
町
多
々
良
海
岸
に
『
伊
万
里
湾
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
館
』
オ
ー
プ
ン
（
25
日
）

【
８
月
】

◆『
伊
万
里
の
夏
・
ど
っ
ち
ゃ
ん
祭
り
』
開
催               

   
 (

２
日)

◆
橋
や
川
に
感
謝
す
る
『
橋
の
日
』
制
定　
　
　
　
　
　

 
  (

４
日)

◆
第
91
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
に
、
伊
万
里
農
林
高
校
が
伊
西

地
区
悲
願
の
初
出
場　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
８
日
）

◆
有
田
町
と
定
住
自
立
圏
形
成
へ 

伊
万
里
市
が『
中
心
市
』宣
言（
19
日
）

◆
伊
西
地
区
初
、
伊
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
が
九
州
大
会
出
場    

（
22
日
）

【
９
月
】

◆『
伊
万
里
牛
喰
う
て
お
ら
ぼ
う
in
大
平
山
』
開
催　

  　

 　
　
（
19
日
）

【
10
月
】

◆　
伊
万
里
牛
Ｐ
Ｒ
マ
ス
コ
ッ
ト『
い
ま
り
ん
モ
ー
モ
ち
ゃ
ん
』誕
生 

（
１
日
）

◆
造
成
工
事
が
進
む
伊
万
里
・
有
田
地
区
統
合
病
院
（
仮
称
）
の
完
成

イ
メ
ー
ジ
を
公
開　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
日
）

◆
㈱
伸
建
設
工
業
が
伊
万
里
市
と
立
地
協
定 　
　
　
　
　
　

  

（
５
日
）

◆
第
25
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
・
６
年
女
子
100
㍍
で
優
勝

し
た
池
田
衣え

那な

さ
ん（
南
波
多
小
）に
伊
万
里
市
民
賞
を
贈
呈  

（
９
日
）

◆『
伊
万
里
牛
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
列
車
』
運
行　
　
　
　
　
（
９
日
〜
11
日
）

◆『
ド
リ
ー
ム
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
in
伊
万
里
』
開
催 　
　

    　

 

（
12
日
）

◆
　

中
国
・
大
連
市
の
公
務
研
修
生
・
鄒ス
ウ

旭キ
ョ
クさ
ん
が
帰
国　
　
　

 

（
15
日
）

◆『
い
ま
り
秋
ま
つ
り
２
０
０
９
』 

開
催  　
　
　
　
　
　

 　

 

（
24
日
）

◆
市
民
体
育
祭
開
催  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
（
25
日
）

◆
青
島
市
で
『
第
３
回
伊
万
里
食
文
化
交
流
会
』
開
催  　
　

 

（
29
日
）

◆
全
国
の
家
読
先
進
地
一
市
二
町
の
首
長
が
一
堂
に
会
し
、『
第
１
回
家

読
サ
ミ
ッ
ト
in
伊
万
里
』
開
催　
　
　
　
　
　
　
　

     　
　
（
31
日
）

【
11
月
】

◆
伊
万
里
市
制
施
行
55
周
年
記
念
式
典
開
催          　
　

 

　

 

（
３
日
）

◆『
交
通
空
白
地
域
を
埋
め
る
新
た
な
路
線
バ
ス
』
運
行
開
始
式 

（
24
日
）�

写
真
❹

写
真
❺

写
真
❻

写
真
❼

■都市計画道路の見直し素案

　道路網の整備による交通体系や社会環境の変
化などに伴い、都市計画道路の役割や期待され
る効果にも変化が生じています。
　このため、市では都市計画道路の路線見直し
を検討しています。今回この素案について、より
多くの市民のご意見を参考にさせていただくた
め、『パブリックコメント』を実施します。皆さん
のご意見をお寄せください。

◆公表する案および資料
　都市計画道路見直し素案
◆意見募集期限
　平成 22 年１月 14 日（木）午後５時 15 分
◆案の公表先・入手先
①都市開発課または情報広報課市民サービス係
②各町公民館または市民図書館
③市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
◆意見の提出方法
　意見は、住所・氏名（または団体）を明記のうえ

次のいずれかの方法により提出してください
①電子メール　
　toshikaihatsu@city.imari.lg.jp
②郵　便　〒 848-8501
　伊万里立花町１３５５番地１
　伊万里市役所　都市開発課　あて
③直接提出　案の公表先①または②へ提出してく

ださい
④ファックス　㉒４５６２
◆問合先　都市開発課（　 ☎㉓２４７６）

パブリックコメント
（市民意見提出手続制度）

パブリックコメント案内

　

平
成
21
年
第
５
回
臨
時
会
が
11
月
26

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
条
例

議
案
４
件
、
一
般
議
案
２
件
の
審
議
が

行
わ
れ
、
提
出
議
案
は
、
す
べ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

■
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　

　

人
事
院
勧
告
に
お
け
る
指
定
職
の

議
会
報
告

平
成
21
年
第
５
回
臨
時
会

国
家
公
務
員
の
取
り
扱
い
に
準
じ
、
特

別
職
の
職
員
、
市
議
会
議
員
お
よ
び
教

育
長
の
期
末
手
当
の
額
を
減
額
す
る
た

め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
に
お
け
る
一
般
職
の
国

家
公
務
員
の
取
り
扱
い
に
準
じ
、
職
員

の
給
与
・
期
末
手
当
お
よ
び
勤
勉
手
当

の
額
を
減
額
す
る
と
と
も
に
、
自
宅
に

係
る
住
居
手
当
を
廃
止
す
る
た
め
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
専
決
処
分
の
承
認

　

市
道
の
管
理
瑕
疵
に
よ
る
２
件
の
損

害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て
、
平
成
21
年
10
月
６
日
お
よ
び
11
月

６
日
に
専
決
処
分
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
議
会
の
承
認
を
受
け
る
も
の
で
す
。

　

10
月
23
日
、
㈳
全
国
消
防
機
器
協
会

よ
り
選
考
さ
れ
た
大
坪
地
区
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
100
個
と
消
火
器
20
本
が

配
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
協
会

が
行
う
社
会
貢
献
活
動
の
一
つ
で
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化
を
踏

ま
え
、
火
災
予
防
の
普
及
に
係
わ
る
広

報
・
普
及
啓
発
活
動
を
目
的
と
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

住
宅
火
災
の

早
期
発
見
か
ら

初
期
消
火
対
応

ま
で
、
総
合
的

に
防
火
対
策
が

図
ら
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
の
家
族
を
守
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
消
火
器地域の火災予防に役立てます

写
真
❽

写
真
❾

　

条 

例 

議 

案

　

一 

般 

議 

案

写
真
❿

写
真
⓫

写
真
⓬

写
真
⓭

写
真
⓮



�

　

平
成
21
年
12
月
31
日
現
在
で
工

業
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。
大
変

忙
し
い
時
期
で
す
が
、
調
査
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

対
象
事
業
所　

製
造
業

●

調
査
時
期

　

12
月
中
旬
〜
平
成
22
年
１
月

※
調
査
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ

　

き
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

●

問
合
先　

情
報
広
報
課
市
民
サ

　

ー
ビ
ス
係 

（　

☎
㉓
５
４
９
１
）

　

江
戸
時
代
の
大
庄
屋
『
前
田
家

住
宅
』
で
第
２
回
お
ひ
な
さ
ま
祭

り
を
開
催
し
ま
す
。
自
宅
に
あ
る

思
い
出
深
い
昭
和
30
年
代
以
前
の

お
ひ
な
さ
ま
や
着
物
を
『
前
田
家

住
宅
』
に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

日　

時　

平
成
22
年
２
月
中
旬

●

場　

所　

前
田
家
住
宅
（
税
務

　

署
前
・
駐
車
場
有
）

●

お
ひ
な
様
・
着
物
の
受
付
締
切

　

平
成
22
年
１
月
31
日
（
日
）

※
飾
り
付
け
か
ら
撤
収
ま
で
の
ご

　

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

●

内　

容　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

　

お
借
り
し
た
お
ひ
な
さ
ま
・
着

　

物
・
さ
げ
も
ん
の
展
示
な
ど

●

問
合
先　

伊
万
里
前
田
家
住
宅

　

ひ
な
祭
り
実
行
委
員
会
・
畑
島

 

（
☎
０
９
０
７
５
８
０
５
４
５
６
）

　

大
坪
公
民
館
（
☎
㉓
９
８
９
８
）

　

市
で
は
、
新
し
い
広
域
連
携
策

と
し
て
総
務
省
が
進
め
る
『
定
住

自
立
圏
構
想
』
に
有
田
町
と
と
も

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
定
住
自

立
圏
構
想
で
は
、
圏
域
（
伊
万
里
・

有
田
地
区
）
で
今
後
取
り
組
む
具

体
的
な
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
『
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
策
定
す
る
必
要

が
あ
り
、
圏
域
の
将
来
を
と
も
に

考
え
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●

募
集
人
員　

３
人
以
内

●

対　

象　

20
歳
以
上
の
人
で
、

市
内
に
１
年
以
上
住
民
登
録
ま

た
は
居
住
し
、
会
議
に
出
席
で

き
る
人
（
公
務
員
を
除
く
）

※
会
議
は
、
平
日
の
昼
間
に
開
催

　

す
る
予
定
で
す
（
３
回
程
度
）

●

申
込
方
法

　
『
伊
万
里
・
有
田
地
域
の
活
性

化
』
に
関
す
る
考
え
（
400
字
程

度
）
と
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
様
式
自
由
）

●

申
込
期
限　

　

平
成
22
年
１
月
８
日
（
金
）

●

申
込
・
問
合
先　

　

〒
８
４
８
‐
８
５
０
１

　

伊
万
里
市
立
花
町
１
３
５
５
番

　

地
１　

伊
万
里
市
企
画
政
策
課

　
（
☎
㉓
２
１
２
４　

㉒
７
２
１
３

　

k
ika

ku
@

city.im
a
ri.lg.jp

）

●

日　

時　

　

平
成
22
年
１
月
６
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

担　

当　

人
権
擁
護
委
員

泉　

澄
子 　

●

問
合
先　

佐
賀
地
方
法
務
局
伊

　

万
里
支
局
（　

☎
㉓
２
４
９
２
）

　

伊
万
里
市
と
有
田
町
で
共
同
設

置
し
て
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
『
く
に
み
』
の
看
護
師
採
用
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

●

採
用
予
定
人
数　

２
人

●

試
験
日
・
試
験
会
場

▽
試
験
日

　

平
成
22
年
１
月
27
日
（
水
）

▽
試
験
会
場　

有
田
西
公
民
館

●

受
験
手
続　

平
成
22
年
１
月
６

　

日
か
ら
１
月
19
日
ま
で
に
所
定

　

の
申
込
書
の
提
出
が
必
要
で
す

※
申
込
書
請
求
な
ど
の
詳
細
は
問

　

合
先
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い

飾
り
ま
せ
ん
か
？

思
い
出
深
い
お
ひ
な
様

FAX

●

問
合
先　

〒
８
４
８ 

４
１
５
３

　

有
田
町
立
部
乙
２
４
６
０
番
地

　

伊
万
里
・
有
田
地
区
特
別
養
護

　

老
人
ホ
ー
ム
『
く
に
み
』

　
（　

☎
㊻
４
１
８
１
）

●

対　

象　

市
内
ま
た
は
市
近
郊

　

に
在
住
の
男
性

●

期　

間　

　

平
成
22
年
１
月
26
日
〜
３
月
16

　

日
の
毎
週
火
曜
日
（
全
８
回
）

●

時　

間　

午
後
６
時
〜
８
時

●

会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー
調
理
室

●

定　

員　

30
人
程
度

●

講　

師　

伊
万
里
飲
食
業
組
合

●

受
講
料　
５
０
０
０
円

●
材
料
費　

６
０
０
０
円（
全
８
回
分
）

●

申
込
期
限　

　

平
成
22
年
１
月
８
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

●

申
込
先　

市
民
セ
ン
タ
ー

　
（　

☎
㉒
３
９
１
１
）

交通安全指導員からの
メッセージ

　ドライバーの皆さん、誤解していま

せんか？夜間走行中のライトは『下向

き』ではなく、『上向き』が原則です。

『上向き』と『下向き』では、照らす距

離が約 60 ㍍も違います。事故防止の

ため細かな切り替えをお願いします。

　何かと慌ただしく事故の多い年末を、

交通事故ゼロ！で乗り切り、健康で明

るい新年を迎えたいものですね。

◆期　間　12月15日（火）〜24日（木）

◆スローガン
　『守ろう交通ルール

高めよう交通マナー』
◆運動の重点
　１　高齢者の交通事故防止

　２　飲酒運転の根絶

　３　追突事故の防止

◆市内の交通事故発生状況
（11 月 30 日現在：前年同期比）

　　人身事故　　375 件（− 17）
　　死　　者　　    0 人（−　5）
　　傷　　者　　486 人（− 85）
　　物損事故　　922 件

冬 の 交 通 安 全 県 民 運 動

交通安全指導員からの
メッセージ

二
里
町吉富

和
敏
さ
ん

ぼ
し
ゅ
う

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

お
知
ら
せ

カ
ル
チ
ャ
ー
入
門
講
座

男

の

料

理

教

室

伊
万
里
・
有
田
地
区
の

将
来
を
考
え
ま
せ
ん
か

特
養
『
く
に
み
』
の

看

護

師

募

集

東
山
代
公
民
館
で

無
料
特
設
人
権
相
談

さ
　ん
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◎ 11 月末締め　●印は香典返し　▲印は篤志寄付です。

１月の休館日

年
末
・
年
始
の

休
館
の
お
知
ら
せ

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
伊
万
里
市
へ
】

福
祉
基
金

▲
十
万
円　

田
中　

靜
男
（
波
多
津
町
煤
屋
）

教
育
振
興
奨
励
基
金

▲
六
十
万
円　

岩
永
憲
一
良
（
西
円
蔵
寺
）

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

社
会
福
祉
事
業

●

川
島　

和
彦
（
亡
妻
清
子　
　
　
　
　

東
新
町
）

●

藤
本　

怜
子
（
亡
母
本
岡
ユ
キ　
　
　
　

浜
町
）

●

松
尾　

美
幸
（
亡
夫
新　
　
　
　
　
　
　

元
町
）

●

吉
永　

綾
子
（
亡
母
黒
川
ス
エ
ノ　
　
　

松
島
）

●

力
武　

德
男
（
亡
母
キ
ミ　
　
　
　
　
　

脇
田
）

●

坂
本　

福
生
（
亡
母
ツ
ル
ヨ　
　
　
　

上
ノ
山
）

●

原
口　

源
嗣
（
亡
父
德
助　
　
　
　
　

木
須
東
）

●

古
賀　
　

忠
（
亡
妻
圭
子　
　
　
　
　

木
須
西
）

●

松
尾　

康
義
（
亡
母
シ
マ　
　
　
　

東
円
蔵
寺
）

●

池
田　

一
弘
（
亡
母
ヒ
サ
コ　

立
花
台
二
丁
目
）

●

松
尾　

勝
馬
（
亡
父
俊
幸　
　
　

黒
川
町
福
田
）

●

坂
口
美
喜
代
（
亡
夫
松
夫　
　
　
　

〃　

浦
潟
）

●

小
嶋　

重
信
（
亡
祖
母
ワ
キ　
　
　

〃　

浦
分
）

●

小
島　

正
則
（
亡
妻
久
子　
　
　
　

〃　

〃　

）

●

古
澤　

芳
夫
（
亡
妻
ウ
メ
ノ　

波
多
津
町
筒
井
）

●
鳥
羽
ト
シ
エ
（
亡
夫
武
夫　

南
波
多
町
府
招
下
）

●

百
武
ヨ
シ
子
（
亡
夫
照
日　
　
　
　

大
川
町
宿
）

●

山
下　

信
義
（
亡
母
キ
ク
ノ　
　
　

〃　

川
西
）

●

池
田　

義
彦
（
亡
母
シ
ヅ
エ　
　
　

〃
井
手
口
）

●

池
田　

和
代
（
亡
夫
守　
　
　
　
　

〃　

川
原
）

●

幸
島　

ケ
イ
（
亡
夫
鉄
男　
　
　

松
浦
町
下
平
）

●

松
尾　

憲
子
（
亡
夫
清
利　
　
　
　

〃　

〃　

）

●

中
島　

正
重
（
亡
母
ミ
ツ
エ　
　
　

〃　

岳
坂
）

●

江
口　

保
彦
（
亡
母
ミ
チ　
　
　
　

〃　

上
分
）

●

川
崎　

ス
ナ
（
亡
夫
九
一　
　
　
　

〃　

中
通
）

●

原　
　

義
文
（
亡
子
済
彰　
　
　
　

〃
金
石
原
）

●

川
本　
　

薫
（
亡
母
ユ
キ
ノ　
　
　

〃　

〃　

）

●

横
尾　

義
江
（
亡
母
シ
ゲ　

二
里
町
東
八
谷
搦
）

●

嶋　
　

正
倫
（
亡
父
英
司　
　

〃　

西
八
谷
搦
）

●

前
田　

春
人
（
亡
母
ハ
ミ　
　

〃　
　
　

大
里
）

●

宮
島
ト
ミ
エ
（
亡
夫
幸
夫　
　

〃　
　

作
井
手
）

●

山
口　

哲
郎
（
亡
母
チ
ヱ　
　

東
山
代
町
脇
野
）

●

馬
場　

正
實
（
亡
父
政
太
郎

山
代
町
久
原
三
区
）

●

浜
西
洋
一
郎
（
亡
叔
母
大
成
艶
子〃　

　
　

川
南
）

▲
四
千
六
百
円　

陶
芸
教
室
（
老
人
セ
ン
タ
ー
）

▲
二
万
九
千
六
百
二
十
円　

黒
川
町
婦
人
会

▲
九
百
三
十
六
円　

名
村
造
船
所
船
殻
設
計
課

心
身
障
害
児（
者
）福
祉
資
金

●

原
口　

義
人
（
亡
妻
安
子　
　

松
浦
町
久
良
木
）

【
各
公
民
館
へ
】

明
る
い
町
づ
く
り
推
進
基
金
な
ど

〔
伊
万
里
公
民
館
〕

●

川
島　

和
彦
（
亡
妻
清
子　
　
　
　
　

東
新
町
）

●

力
武　

德
男
（
亡
母
キ
ミ　
　
　
　
　
　

脇
田
）

●

坂
本　

福
生
（
亡
母
ツ
ル
ヨ　
　
　
　

上
ノ
山
）

〔
牧
島
公
民
館
〕

●

古
賀　
　

忠
（
亡
妻
圭
子　
　
　
　
　

木
須
西
）

〔
大
坪
公
民
館
〕

●

松
尾　

康
義
（
亡
母
シ
マ　
　
　
　

東
円
蔵
寺
）

〔
黒
川
公
民
館
〕

●

松
尾　

勝
馬
（
亡
父
俊
幸　
　
　
　
　
　

福
田
）

●

坂
口
美
喜
代
（
亡
夫
松
夫　
　
　
　
　
　

浦
潟
）

●

小
嶋　

重
信
（
亡
祖
母
ワ
キ　
　
　
　
　

浦
分
）

●

小
島　

正
則
（
亡
妻
久
子　
　
　
　
　
　

〃　

）

〔
波
多
津
公
民
館
〕

●

渡
邊　

和
俊
（
亡
母
ヤ
エ　
　
　
　
　

馬
蛤
潟
）

●

高
森　

里
子
（
亡
夫
學　
　
　
　
　
　
　
　

辻
）

▲
十
万
円　

田
中　

靜
男
（　
　
　
　
　
　
　

煤
屋
）

〔
南
波
多
公
民
館
〕

●
鳥
羽
ト
シ
エ
（
亡
夫
武
夫　
　
　
　
　

府
招
下
）

〔
大
川
公
民
館
〕

●

百
武
ヨ
シ
子
（
亡
夫
照
日　
　
　
　
　
　
　

宿
）

●

山
下　

信
義
（
亡
母
キ
ク
ノ　
　
　
　
　

川
西
）

●

池
田　

義
彦
（
亡
母
シ
ヅ
エ　
　
　
　

井
手
口
）

●

池
田　

和
代
（
亡
夫
守　
　
　
　
　
　
　

川
原
）

〔
松
浦
公
民
館
〕

●

幸
島　

ケ
イ
（
亡
夫
鉄
男　
　
　
　
　
　

下
平
）

●

松
尾　

憲
子
（
亡
夫
清
利　
　
　
　
　
　

〃　

）

●

原
口　

義
人
（
亡
妻
安
子　
　
　
　
　

久
良
木
）

●

小
松　

正
洋
（
亡
母
ミ
ツ
ヨ　
　
　
　
　

宿
分
）

●

江
口　

保
彦
（
亡
母
ミ
チ　
　
　
　
　
　

上
分
）

●

川
崎　

ス
ナ
（
亡
夫
九
一　
　
　
　
　
　

中
通
）

●

原　
　

義
文
（
亡
子
済
彰　
　
　
　
　

金
石
原
）

●

川
本　
　

薫
（
亡
母
ユ
キ
ノ　
　
　
　
　

〃　

）

〔
二
里
公
民
館
〕

●

嶋　
　

正
倫
（
亡
父
英
司　
　
　
　

西
八
谷
搦
）

●

宮
島
ト
ミ
エ
（
亡
夫
幸
夫　
　
　
　
　

作
井
手
）

〔
東
山
代
公
民
館
〕

●

山
口　

哲
郎
（
亡
母
チ
ヱ　
　
　
　
　
　

脇
野
）

〔
山
代
公
民
館
〕

●

金
子　

久
代
（
亡
夫
輝
男　
　
　
　

久
原
一
区
）

●

西
山　
　

勝
（
亡
母
キ
ク
エ　
　
　

久
原
二
区
）

●

馬
場　

正
實
（
亡
父
政
太
郎　
　
　

久
原
三
区
）

　

男
性
の
庇ひ

ご護
の
下
で
な
け
れ
ば
生
き
て

い
け
な
か
っ
た
時
代
に
、
女
性
の
身
で
あ

り
な
が
ら
ブ
ラ
ン
ド
を
育
て
あ
げ
た
コ

コ
・
シ
ャ
ネ
ル
。
少
女
時
代
を
孤
児
院
で

過
ご
す
な
ど
、
そ
の
生
涯
に
は
数
々
の
試

練
が
立
ち
は
だ
か
り
ま
し
た
。
華
や
か
な

『
シ
ャ
ネ
ル
』
の
裏
に
隠
さ
れ
た
、
彼
女

の
波
乱
に
満
ち
た
人
生
に
迫
り
ま
す
。

エリザベート・ヴァイスマン / 著
深味　純子 / 訳

阪急コミュニケーションズ

１月の巡回日
（市民図書館 ☎㉓4646）

1 〜 4、11、18、25 日
28 日（館内整理日）

　

図
書
館
は
、
12
月
28
日
（
月
）
か

ら
１
月
４
日
（
月
）
ま
で
休
館
し
、

１
月
５
日
（
火
）
か
ら
通
常
ど
お
り

開
館
し
ま
す
。
ぶ
っ
く
ん
の
巡
回
も

同
じ
く
５
日
か
ら
再
開
し
ま
す
。

　

休
館
中
に
図
書
を
返
却
し
た
い
場

合
は
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

な
ど
の
視
聴
覚
資
料
は
破
損
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
開
館
時
に
デ
ス

ク
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　

新
年
も
今
年
以
上
に
図
書
館
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

図書館です
伊万里市民図書館 検索※図書館のホームページは

新 刊 案 内

日 場 所 時 間

12日
・

26 日
（火）

13日
27日
（水）

7 日
・

21 日
（木）

15 日
・

29日
（金）

立 川 公 民 館 11:30~11:50

JA 滝野出張所 11:30~11:50

国 見 公 民 館 14:00~14:20

山 口 病 院 14:15~14:35

国見団地集会所 15:00~15:20

くすく保育園 14:00~14:20

山 代 公 民 館 15:00~15:20

西 光 苑 11:00~11:20

ケアハウスいまり 11:30~11:50

市民センター 14:20~14:40

南波多公民館 11:20~11:40

田 代 公 民 館 11:30~11:50

原屋敷公民館 13:40~14:00

JA 前平出張所 14:10~14:30

デイながやま 15:00~15:20

日 場 所 時 間

5 日
・

19 日
（火）

6 日
・

20 日
（水）

8 日
・

22 日
（金）

る り こ う 苑 10:45~11:05

市 民 病 院 14:00~14:20

楽 寿 園 15:00~15:20

小石原公民館 11:00~11:20

向 陽 園 14:00~14:20

浦 之 崎 病 院 14:00~14:20

伊万里鍋島焼会館 14:30~14:50

西 田 病 院 14:40~15:00

波多津公民館 11:30~11:50

ほ の ぼ の 14:00~14:20

大 川 公 民 館 14:00~14:20

JA 大川支所 14:30~14:50

グランパランいまり 15:20~15:40
※このほか保育園や小学校、会社など

を巡回しています

ケアセンターくちいし 14:50~15:10

『ココ・シャネル〜時代に
挑戦した炎の女〜』



�

元気なまちづくり大会

▽
第
４
期　

高
校
３
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
の
人

▼
料　

金　

無　

料

▼
接
種
方
法　

接
種
日
（
指
定
日
）

の
５
日
前
ま
で
に
医
療
機
関
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
対　

象

◇
乳
が
ん　

40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、

55
歳
、
60
歳

◇
子
宮
が
ん　

20
歳
、
25
歳
、
30
歳
、

35
歳
、
40
歳

※
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢

◇
３
歳
８
か
月
児
健
康
診
査

▼
対　

象　

平
成
18
年
５
月
生
ま
れ

▼
日　

時　

１
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
１
時
30
分

※
会
場
は
、
い
ず
れ
も
市
民
セ
ン
タ

ー
で
す
。
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

▼
対　

象　

平
成
20
年
11
月
生
ま

れ
・
平
成
21
年
４
月
〜
５
月
生
ま
れ

▼
期　

日　

１
月
20
日
（
水
）

▼
受
付
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時

▼
会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー

※
母
子
手
帳
、
予
診
票
を
ご
持
参

く
だ
さ
い

◆期　日　１月 18 日（月）
◆対象および受付時間
○妊産婦・５か月児・10 か月児
　午前９時 30 分〜10 時 30 分
○１歳児・２歳児　午後１時〜２時
◆内　容　身体計測、むし歯予防など

◆日　時　１月 27 日（水）
　午後１時 30 分〜３時 30 分
◆内　容　妊娠中の健康管理など
※事前の申し込みが必要です

◇
３
か
月
児
健
康
診
査

▼
対　

象　

平
成
21
年
10
月
生
ま
れ

▼
日　

時　

１
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
１
時
30
分

※
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま

す
の
で
予
診
票
を
ご
持
参
く
だ

さ
い

※
絵
本
が
入
っ
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

パ
ッ
ク
を
お
渡
し
し
ま
す

◇
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

▼
対　

象　

平
成
20
年
６
月
生
ま
れ

▼
日　

時　

１
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
１
時
30
分

※
希
望
に
よ
り
保
護
者
の
歯
の
健

診
、
相
談
を
同
時
に
行
い
ま
す

乳
幼
児
定
期
健
康
診
査

※
ワ
ク
チ
ン
投
与
は
１
時
30
分
か
ら

で
す
の
で
、
前
後
30
分
は
ミ
ル
ク

を
飲
ま
せ
た
り
食
べ
物
を
食
べ
さ

せ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い

※
予
防
接
種
翌
日
か
ら
27
日
間
は
、

ほ
か
の
予
防
接
種
は
で
き
ま
せ
ん

▼
対　

象　

▽
第
１
期　

生
後
12
か
月
以
上
24
か

月
未
満

▽
第
２
期　

平
成
15
年
４
月
２
日
〜

平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▽
第
３
期　

中
学
１
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
の
人

※休日・夜間急患医療センターの夜間小児診療は、月曜日から金曜日までの午後８時から 10 時まで行っています。
まずは電話㉓９９１０で、お子さんの様子を説明し、その後に来所してください

妊産婦・乳幼児相談

妊婦わくわくクラブ

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

で
す
。
な
お
、
対
象
者
に
は
受
診

の
案
内
（
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
）
を

配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
予
約
し

て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い

　
『
ホ
ス
ピ
タ
ル
ダ
イ
エ
ッ
ト
』
な

ど
と
称
さ
れ
る
や
せ
薬
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
死
亡
事
例
を
含
む
重

篤
な
健
康
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
製
品
を
入
手
し
て

服
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先　

県
薬
務
課

　
（
☎
０
９
５
２
㉕
７
０
８
２
）

急

性

灰

白

髄

炎

（
ポ
リ
オ
）
予
防
接
種

　

保
健
コ
ー
ナ
ー

　

問
合
先　

健
康
づ
く
り
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
☎
㉒
３
９
１
６

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん

無

料

検

診

◆平成 21 年度 三種混合、麻しん・風しん 予防接種日程表◆
地 区 医療機関名 電話番号 三種混合 麻しん・風しん

伊万里

 岡村医院 ㉒2304 第 １・ ３ 水 曜 第 １・ ３ 水 曜
 たなか内科
 クリニック ㉒5800 随時（第3・４期のみ）

 夏秋医院 ㉓2032 第 １・ ３ 金 曜 随 時
 浜田産婦人科
 クリニック ㉓8855 第 １・ ３ 金 曜 第 ２ 金 曜

 日高医院 ㉓5263 随時（第3・４期のみ）

大　坪

 加茂医院 ㉓2014 第 ２・ ３ 火 曜
 口石病院 ㉓2504 第 １・ ３ 水 曜 第 ２・ ４ 水 曜
 隅田病院 ㉓3167 第 １・ ３ 水 曜 第 １・ ３ 水 曜
 堀田病院 ㉓3224 第 ３ 木 曜 第 ２ 木 曜
 前田病院 ㉓5101 随時（第3・４期のみ）

立　花

 産婦人科南ヶ丘
 クリニック ㉒1135 第 １・ ３ 金 曜

 鈴山内科
 小児科医院 ㉒7366 第 ２・ ４ 水 曜 第 １・ ３ 水 曜

 山口病院 ㉒5255 随時（第3・４期のみ）
 山本こども
 クリニック ⑳1525 第 １・ ３ 水 曜 第 ２・ ４ 水 曜

黒　川  小島病院 ㉗2121 第 ２ 水 曜 第 ２ 水 曜
波多津  小島医院 ㉕0038 第３水・第４金曜 第 ２・ ４ 土 曜
南波多  小島医院 ㉔3131 第 １・ ３ 火 曜 第 １・ ３ 火 曜

大　川  大川野
 クリニック ⑳ 8060 第 ２・ ４ 木 曜 第 ２・ ４ 金 曜

二　里

 井手小児科医院 ㉓8157 第 １・ ３ 金 曜 第 ２・ ４ 木 曜
 いとう小児科 ⑳1611 第 ２・ ４ 水 曜 第 １・ ３ 水 曜
 伊万里市立
 市民病院 ㉓4121 毎 週 月 〜 金 毎 週 月 〜 金

東山代
 内山産婦人科医院 ㉓3241 第 ２ 火 曜 第 ３ 火 曜
 立石医院 ㉘0007 第 ２ 火 曜 第 ３ 月 曜

山　代

 社会保険
 浦之崎病院 ㉘3100 第 １ 月 曜 第 １ 木 曜

 西田病院 ㉘1111 第 ３・ ４ 木 曜 第 ３・ ４ 金 曜
 水上医院 ㉘3714 第 ３ 水 曜 第 ４ 金 曜

※接種時間は、予約時にお尋ねください

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
　

個
人
輸
入
の
や
せ
薬

　休日・夜間急患センターをご利用く
ださい。年末年始の 12 月 31 日から
１月３日（午前９時〜午後５時）まで
診察します。● 連絡先 ☎㉓９９１０

年末・年始の急病時には


